




























（English-Medium Instruction; EMI）の授業を実施する機関が増加している（Ota, 2018）。EMIと
は、「英語が第１言語ではない国や地域において、アカデミックな専門科目を英語で学ぶこと」
（Dearden, 2014, p. 2）と定義されており、中長期計画「Waseda Vision 150」において2032年まで
に外国語による授業を半数にすると数値目標に掲げる本学でも、2004年の国際教養学部設立を嚆









研究（e.g., Kudo et al., 2017; Uchihara & Harada, 2018）が実施されてきたが、後年のEMIへの橋渡
しとなりブリッジコースとも称されるEAPの研究に関しては未だ十分に知見が蓄積されている




























（Suzuki et al., 2017）や語彙の様相（Uchihara & Harada, 2018）といった言語的側面、スピーキン
グ不安（Kudo et al., 2017）やEMIへの期待・苦手意識（Suzuki et al., 2018）といった心理的側面、
国際的なコミュニケーションの場やビジネス現場といった社会的側面を見据え「共通語として
の英語（English as a Lingua Franca）」の言語使用の実態や使用意識、およびその意識変容を調査
した一連の研究（村田他，2017，2018，2019）やその他「英語以外の外国語（a foreign language 
other than English）」学習へのモチベーションが今日の国内における英語の権威という社会政治
的影響を受けていることを明らかにしたSugita McEown et al.（2017）などが挙げられる。
一方、教員の観点からは学生と比べ限定的ではあるが、本学科ではSawaki（2016, June）と
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い、ナラティブアプローチの観点から外国語学習に伴う彼らのアイデンティティや感情などを紐
解いた。その結果、学習者のアイデンティティが過去や将来といった学習者自身による展望のみ





































EAP（学術目的のための英語；English for Academic Purposes）は特定の目的のための英語

















６件法でアンケート調査を行い、「Introduction to Language and Communication」と「Introduction 
















RQ1：１年次必修科目「Introduction to Language and Communication」と「Introduction to Literature 























終的に115名からの回答を得た。その全員が「Introduction to Language and Communication」と

















英語で授業が行われる専門必修科目「Introduction to Language and 
























ことであるが、両者とも春学期に「Introduction to Literature and Culture」、秋学期に「Introduction 




参加者（学年） 性別 時間 入学時点での英語力
Aさん（１年生） 女性 約45分 WeTEC 819点
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３．４．データ分析
本研究では100名以上の自由記述を分析するにあたり、混合研究法のアプローチであるGrounded 


























記述内容 回答人数 記述数 平均値（標準偏差）
EAPの効果 103/115 422/575 2.27（0.65）
EAPの困難など  87/115 250/575 2.24（0.69）
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２人が春学期履修した「Introduction to Language and Communication」では個人での発表と数名で
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散見（e.g., Edlin, 2016; Edlin & Imamura, 2018）され、教室に留まらない学習者のセルフアクセス
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英語（153） 発音（22） スピーキング（14） パワポ（10） クラス（7）
プレゼン（103） 読む（21） 単語（14） ライティング（10） 学ぶ（7）
リスニング（45） 文章（20） ディスカッション（13） 身（10） 機会（7）
能力（35） 先生（19） 多い（12） 専門（10） 技術（7）
力（33） 内容（17） コミュニケーション（11） リーディング（9） 教科書（7）
向上（30） 難しい（17） 課題（11） 質問（9） 人前（7）
読解（27） 話す（17） 会話（11） 意見（8） 伝える（7）
文学（27） 分かる（16） 言う（11） 学べる（8） 話せる（7）
プレゼンテーション（24） 授業（15） 自分（11） 高い（8） やり方（6）
理解（24） 上がる（15） 知識（11） 作り方（8） 英文（6）
資料２．クロス集計に用いたコード表（テーマ分析結果）
コード 抽出キーワード
プレゼンテーション プレゼン、パワポ、スライド、発表
ディスカッション ディスカッション、議論、意見
専門性 専門、文学、理論、知識、言語学、内容、理解
リスニング・スピーキング 発言、スピーキング、話す、話、コミュニケーション、リスニング、会話、発音、口頭、質問
リーディング・ライティング 教材、教科書、リーディング、読む、読解、ライティング、書く、文章、テキスト
語彙・文法 語彙、単語、ボキャブラリー、文法
授業環境 先生、教員、クラス、友達、学生、生徒
